
皇
室
に
愛
さ
れ
た

名
旅
館
特
集

昭
和
、平
成
か
ら
令
和
へ
―

西
伊
豆
屈
指
の
リ
ゾ
ー
ト

匠
の
技
を
現
代
に
継
承

「
日
本
三
名
泉
」を
心
ゆ
く
ま
で

海
と
瀬
戸
大
橋
を
一
望

九
州
唯
一
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
テ
ル

「
温
泉
村
」で
湯
三
昧
を

「
萩
城
下
町
」唯
一
の
旅
館

「
薩
摩
の
全
て
」を
伝
え
る
館

　
静
岡
県
西
伊
豆
・
堂
ヶ
島

温
泉
の
堂
ヶ
島
ニ
ュ
ー
銀
水

は
、
稲
取
銀
水
荘
（
同
県
東

伊
豆
町
）
の
姉
妹
館
と
し
て

昭
和

年
４
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
。
「
伊
豆
の
松
島
」
と

う
た
わ
れ
、
海
に
沈
む
夕
日

が
美
し
い
堂
ヶ
島
。
同

年

に
温
泉
が
湧
出
し
た
こ
と
も

あ
り
、
「
景
観
の
素
晴
ら
し

い
堂
ヶ
島
は
必
ず
西
伊
豆
観

光
の
中
心
に
な
る
」
と
、
西

伊
豆
屈
指
の
大
型
リ
ゾ
ー
ト

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
も
の

だ
。

　
平
成

年
５
月
、
「
第


回
全
国
植
樹
祭
」
が
静
岡
県

の
伊
豆
半
島
で
開
か
れ
、
同

館
が
そ
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
会

場
と
な
っ
た
。
天
皇
皇
后
両

陛
下
を
は
じ
め
、
３
０
０
人

以
上
が
同
館
に
宿
泊
。
「
全

社
一
丸
と
な
っ
て
そ
の
日
に

向
か
っ
て
奔
走
し
た
。
両
陛

下
を
無
事
お
迎
え
す
る
こ
と

が
で
き
た
が
、
最
も

頭
を
悩
ま
せ
た
の
が

お
食
事
。
地
の
も
の

を
主
体
に
旬
の
食
材

を
使
い
、
全
て
の
料

理
を
一
口
サ
イ
ズ
、

一
箸
サ
イ
ズ
に
し
て

お
召
し
上
が
り
や
す

い
よ
う
に
細
心
の
配

慮
を
し
て
ご
提
供
し

た
」
。

　
イ
セ
エ
ビ
、
ア
ワ

ビ
、
キ
ン
メ
ダ
イ
、

静
岡
産
牛
、
季
節
の

野
菜
と
、
地
元
の
旬

の
素
材
を
使
っ
た
料
理
は
現

代
の
舌
の
肥
え
た
客
も
満
足

さ
せ
て
い
る
。

　
▽
静
岡
県
賀
茂
郡
西
伊
豆

町
仁
科
２
９
７
７
の
１
。
☎

０
５
５
８
（
５
２
）
２
２
１

１
。https://www.dougashim

a-newginsui.jp/

海
を
見
下
ろ
す
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
富
山
県
宇
奈
月
温
泉
の
延

楽
は
昭
和

年
の
創
業
。
温

泉
地
と
ほ
ぼ
同
じ
歴
史
を
持

つ
老
舗
宿
だ
。

　
料
理
人
で
も
あ
っ
た
初
代

経
営
者
の
濱
田
竹
次
郎
氏
は

日
本
古
来
の
和
の
良
さ
に
徹

底
的
に
こ
だ
わ
っ
た
と
い

う
。
「
自
分
の
思
い
描
く
日

本
の
宿
を
つ
く
る
」
た
め
、

豊
富
な
温
泉
、
雄
大
で
美
し

い
景
色
を
持
つ
こ
の
地
を
拠

点
に
選
ん
だ
。
オ
ー
プ
ン
以

来
、
温
泉
や
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
竹
次

郎
氏
の
料
理
の
腕
の
良
さ
が

評
判
と
な
り
、
皇
室
の
方
々

や
文
人
墨
客
な
ど
、
利
用
す

る
人
々
が
時
代
と
と
も
に
増

え
た
。

　
昭
和

年
、
当
時
の
天
皇

皇
后
両
陛
下
が
第

回
国
民

体
育
大
会
の
折
に
ご
宿
泊
。

「
く
れ
な
い
に
　
染
め
始
め

た
る
　
山
あ
い
を
　
流
る
る

水
の
　
清
く
も
あ
る
か
な
」

と
歌
を
詠
ま
れ
た
。

　
ま
た
同

年

は
現
在
の
天
皇

皇
后
両
陛
下
が

第

回
全
日
本

産
業
安
全
大
会

ご
臨
席
の
た
め

富
山
に
初
の
来

県
。
同
館
に
宿

泊
さ
れ
て
い

る
。

　
初
代
の
匠
の

技
は
現
代
に
も

受
け
継
が
れ
て

い
る
。
「
天
然
の
い
け
す
」

富
山
湾
の
幸
を
生
か
し
た
料

理
は
「
旅
館
料
理
の
粋
を
超

え
た
」
と
評
判
。
季
節
の
旬

の
素
材
を
最
高
の
形
で
味
わ

う
こ
と
が
で
き
る
。

　
▽
富
山
県
黒
部
市
宇
奈
月

温
泉
３
４
７
の
１
。
☎
０
７

６
５（
６
２
）１
２
１
１
。h

ttps://www.enraku.com/

　
ヒ
ノ
キ
の
露
天
風
呂

貴賓室「蓬莱」

臨川閣ロビー

　
草
津
、
有
馬
と
並
ぶ
「
日

本
三
名
泉
」
の
岐
阜
県
・
下

呂
温
泉
。
水
明
館
は
昭
和
７

年
創
業
の
同
温
泉
を
代
表
す

る
名
旅
館
だ
。
清
流
飛
騨
川

沿
い
の
１
万
余
坪
の
敷
地
に

「
山
水
閣
」
「
飛
泉
閣
」

「
臨
川
閣
」
、
離
れ
「
青
嵐

荘
」
と
四
つ
の
館
が
並
び
、

人
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
旅
行
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
。

　
臨
川
閣
最
上
階
（

階
）

に
位
置
す
る
貴
賓
室「
蓬
莱
」

「
和
合
」
は
そ
れ
ぞ
れ
広
さ

２
１
０
平
方
㍍
。

・
５
畳

と
８
畳
の
和
室
、リ
ビ
ン
グ
、

ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
を
備
え
た
ほ

か
、
大
理
石
と
高
野
槇
（
ま

き
）
の
２
種
の
室
内
風
呂
を

装
備
。
贅ぜ

い

と
心
を
尽
く
し
た

特
別
室
で
、
こ
れ
ま
で
皇
族

方
を
は
じ
め
、
時
の
総
理
大

臣
な
ど
多
く
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
、
著

名
人
を
迎
え
て
き
た
。

　
天
皇
皇
后
両

陛
下
を
迎
え
た

の
は
平
成

年

５
月
。
地
元
下

呂
市
で
開
催
さ

れ
た
全
国
植
樹

祭
に
臨
席
の
た

め
、
宿
泊
さ
れ

た
の
だ
。
宿
泊

の
打
診
が
あ
っ

た
の
は
わ
ず
か

３
カ
月
前
。
そ
れ
で
も
し
っ

か
り
と
お
迎
え
が
で
き
る
よ

う
に
と
、
貴
賓
室
の
設
備
、

装
備
を
新
し
く
し
、
ロ
ビ
ー

か
ら
の
廊
下
の
じ
ゅ
う
た
ん

も
一
新
し
た
。
「
山
間
の
宿

な
ら
で
は
の
お
も
て
な
し
で

お
過
ご
し
い
た
だ
き
た
い
」

と
特
別
な
し
つ
ら
え
も
行

い
、
「
両
陛
下
が
た
い
そ
う

喜
ば
れ
て
お
帰
り
に
な
っ
た

と
後
で
お
聞
き
し
た
こ
と
が

何
よ
り
も
う
れ
し
か
っ
た
」

と
瀧
多
賀
男
会
長
。

　
山
水
閣
、
飛
泉
閣
、
臨
川

閣
の
そ
れ
ぞ
れ
に
大
浴
場
を

備
え
、
宿
泊
客
は
ど
の
館
に

宿
泊
し
て
も
３
カ
所
全
て
を

利
用
で
き
る
。
山
水
閣
１
階

の
野
天
風
呂
「
龍
神
の
湯
」

「
観
音
の
湯
」
は
巨
岩
と
緑

に
囲
ま
れ
た
野
趣
あ
ふ
れ
る

野
天
の
湯
。
飛
泉
閣
９
階
の

展
望
大
浴
場
は
温
泉
街
の
街

並
み
や
山
々
を
一
望
す
る
明

る
く
広
々
と
し
た
湯
。
臨
川

閣
３
階
の
「
下
留
の
湯
」
は

天
井
、
壁
、
柱
と
飛
騨
名
産

の
ヒ
ノ
キ
に
こ
だ
わ
っ
た
芳

香
漂
う
湯
だ
。

　
料
理
は
日
本
有
数
の
ブ
ラ

ン
ド
牛
「
飛
騨
牛
」
、
地
元

の
農
家
と
提
携
し
た
新
鮮
野

菜
な
ど
、
県
産
の
食
材
に
こ

だ
わ
る
。
部
屋
で
の
和
食
会

席
の
ほ
か
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で

の
フ
レ
ン
チ
、
中
華
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
食
事
ス
タ
イ
ル

を
選
べ
る
。

　
▽
岐
阜
県
下
呂
市
幸
田
１

２
６
８
。
☎
０
５
７
６
（
２

５
）２
８
０
０
。https://ww

w.suimeikan.cp.jp/

　
岡
山
県
倉
敷
市
の
下
電
ホ

テ
ル
は
、
瀬
戸
内
海
国
立
公

園
の
特
別
景
勝
地
区
に
あ
る

唯
一
の
宿
。
全
て
の
客
室
か

ら
海
と
瀬
戸
大
橋
を
望
む
絶

景
が
自
慢
だ
。
目
の
前
に
白

砂
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ビ
ー
チ

が
広
が
り
、
宿
か
ら
直
接
の

出
入
り
が
可
能
。
芝
生
の
庭

園
も
あ
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

な
ど
、
四
季
を
通
し
て
楽
し

め
る
。

　
昭
和
７
年
、
「
鷲
麓
園
」

の
名
で
開
業
し
た
同
館
。
以

来
、
国
内
外
の
多
く
の
Ｖ
Ｉ

Ｐ
を
も
て
な
し
て
い
る
。

　
昭
和

年

月

日
、
第


回
国
体
が
岡
山
県
で
開
催

さ
れ
た
際
、
当
時
の
天
皇
皇

后
両
陛
下
が
ご
宿
泊
。
天
皇

陛
下
は
「
夕
さ
れ
ば
　
あ
か

ね
に
そ
ま
る
空
の
下
　
波
た

た
ぬ
沖
の
　
島
山
の
み
ゆ
」

と
歌
を
詠
ま
れ
た
。

　
光
明
石
温
泉
の
展
望
大
浴

場
は
、
男
性
が

人
、
女
性

が

人
、
同
時
に
入
浴
で
き

る
広
々
と
し
た

浴
場
。
客
室
と

同
様
、
瀬
戸
内

の
見
事
な
景
色

を
一
望
す
る
。

専
用
入
浴
着
で

入
る
混
浴
露
天

風
呂
＆
サ
ウ
ナ

「
は
れ
＊
は

れ
」
、
二
つ
の

貸
し
切
り
風
呂

と
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
ニ
ー
ズ
に

も
応
え
る
。

　
瀬
戸
内
産
の
タ
イ
や
タ

コ
、
岡
山
付
近
で
有
名
な

「
ま
ま
か
り
」
な
ど
、
こ
の

土
地
な
ら
で
は
の
味
も
楽
し

め
る
。

　
▽
岡
山
県
倉
敷
市
大
浜
海

岸
。
☎
０
８
６
（
４
７
９
）

７
１
１
１
。http://shimoden

.bonvoyage.co.jp/

　
瀬
戸
大
橋
が
す
ぐ
目
の
前

特別室

山小屋風建築のホテル

　
古
く
か
ら
外
国
人
の
避
暑

地
と
し
て
に
ぎ
わ
い
、
日
本

初
の
国
立
公
園
に
も
指
定
さ

れ
た
雲
仙
。
昭
和
７
年
、
外

国
人
観
光
客
誘
致
の
た
め
、

国
策
で
日
本
各
地
に
外
国
人

向
け
の
ホ
テ
ル
が
建
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
地
に

も
洋
風
ス
タ
イ
ル
の
ホ
テ
ル

が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
れ
が
現
在
の
雲
仙
観

光
ホ
テ
ル
だ
。
創
業
は
昭
和


年

月

日
。
以
来
、


余
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
同

地
を
訪
れ
る
内
外
の
観
光
客

や
地
元
の
人
々
に
親
し
ま
れ

て
き
た
。

　
九
州
唯
一
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

ホ
テ
ル
の
同
館
は
、
昭
和


年
に
日
本
建
築
学
会
の
「
近

代
日
本
の
名
建
築
」
、
平
成


年
に
文
化
庁
の
「
登
録
有

形
文
化
財
」
に
登
録
。
同


年
は
長
崎
県
か
ら
「
ま
ち
づ

く
り
景
観
資

産
」
、
経
済
産

業
省
か
ら
「
近

代
化
産
業
遺

産
」
に
そ
れ
ぞ

れ
指
定
さ
れ
て

い
る
。

　
皇
室
と
の
歴

史
も
古
い
同

館
。
昭
和

年

は
久
邇
宮
妃
殿

下
が
佐
世
保
海
軍
、
大
村
陸

軍
病
院
慰
問
の
た
め
皇
族
と

し
て
初
の
ご
訪
問
。
同

年

は
当
時
の
天
皇
皇
后
両
陛
下

が
雲
仙
へ
行
幸
の
際
、
宿
泊

さ
れ
た
。
さ
ら
に
平
成
に
入

り
、
７
年
は
第

回
全
国
野

鳥
保
護
の
集
い
開
催
に
伴

い
、
常
陸
宮
殿
下
、
同
妃
殿

下
が
宿
泊
さ
れ
て
い
る
。

　
ス
イ
ス
シ
ャ
レ
ー
様
式
を

取
り
入
れ
た
山
小
屋
風
の
建

築
。
全

室
の
客
室
は
昭
和

天
皇
を
は
じ
め
、
多
く
の
Ｖ

Ｉ
Ｐ
が
宿
泊
し
た
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
な
特
別
室
か
ら
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
な
部
屋
ま
で
、
創

業
当
時
の
風
格
を
備
え
た
さ

ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
を
そ
ろ
え

て
い
る
。

　
高
い
天
井
と
磨
か
れ
た
木

の
床
が
印
象
的
な
ダ
イ
ニ
ン

グ
で
は
、
雲
仙
と
島
原
半
島

の
厳
選
さ
れ
た
食
材
を
使
っ

た
フ
レ
ン
チ
を
提
供
。

　
浴
室
は
ド
ー
ム
型
の
天
井

と
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
ア
ー

ル
デ
コ
調
の
デ
ザ
イ
ン
で
配

さ
れ
た
タ
イ
ル
で
装
飾
。

「
雲
仙
地
獄
」
か
ら
湧
き
出

る
源
泉
掛
け
流
し
の
硫
黄
泉

を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
め
る
。

　
昔
か
ら
長
期
滞
在
の
宿
泊

客
が
多
か
っ
た
同
館
だ
け

に
、
バ
ー
、
図
書
室
、
映
写

室
、
撞
球
室
（
ビ
リ
ヤ
ー
ド

室
）
と
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
施
設

も
充
実
し
て
い
る
。

　
▽
長
崎
県
雲
仙
市
小
浜
町

雲
仙
３
２
０
。
☎
０
９
５
７

（
７
３
）３
２
６
３
。http:/

/www.unzenkankohotel.co
m/

　
三
重
県
伊
勢
志
摩
国
立
公

園
、
鳥
羽
温
泉
郷
の
戸
田
家

は
江
戸
時
代
の
天
保
元
年

（
１
８
３
０
年
）
の
創
業
。

伊
勢
市
で
の
割
烹
料
理
店
、

旅
館
の
時
代
を
経
て
昭
和


年
に
現
在
の
戸
田
家
の
前
身

と
な
る
「
鳥
羽
別
館
」
を
開

業
し
た
。
鳥
羽
湾
が
す
ぐ
目

の
前
と
い
う
絶
好
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
、
近
鉄
・
Ｊ
Ｒ
鳥

羽
駅
、
三
交
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
近
く
で
あ
り
、
海
の
レ

ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
観
光
客
ら

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

　
明
治

年
、
初
代
首
相
の

伊
藤
博
文
公
が
投
宿
（
宿
泊

は
伊
勢
市
の
旅
館
時
代
）
。

以
来
、
各
界
の
名
士
の
指
定

宿
と
な
っ
た
。
今
上
天
皇
は

皇
太
子
時
代
の
昭
和

年
の

三
重
国
体
の
際
に
ご
宿
泊
。

現
在
の
皇
太
子
殿
下
は
同


年
と

年
、
英
国
留
学
の
前

後
に
伊
勢
神
宮
を
参
拝
さ
れ

た
際
、
秋
篠
宮
殿
下
も
平
成

３
、
６
、

年
と
鳥
羽
水
族

館
を
訪
問
の
際
、
宿
泊
さ
れ

て
い
る
。

　
同
館
の
自
慢
の
一

つ
は
大
浴
場
、
露
天

風
呂
と
、
趣
の
異
な

る
男
女
合
わ
せ
て


も
の
風
呂
と
、
無
料

で
利
用
で
き
る
五
つ

の
貸
し
切
り
風
呂
を

備
え
た
「
戸
田
家
温

泉
村
」
。
館
内
に
い

な
が
ら
に
し
て
温
泉

三
昧

ざ
ん
ま
い

を
楽
し
め
る
。

　
伊
勢
エ
ビ
、
ア
ワ
ビ
、
松

阪
牛
な
ど
地
元
の
ブ
ラ
ン
ド

食
材
を
使
っ
た
料
理
は
客
前

で
調
理
す
る
ラ
イ
ブ
キ
ッ
チ

ン
の
バ
イ
キ
ン
グ
、
御
客
前

会
席
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、

客
室
・
料
亭
街
の
３
カ
所
で

味
わ
え
る
。

　
▽
三
重
県
鳥
羽
市
鳥
羽
１

の

の

。
☎
０
５
９
９

（
２
５
）２
５
０
０
。https:

//www.todaya.co.jp/

鳥
羽
湾
を
臨
む
景
勝
地
に
あ
る

　
武
家
屋
敷
を
思
わ
せ
る
表
門

　
山
口
県
萩
市
の
「
萩
城
三

の
丸
　
北
門
屋
敷
」
は
、
世

界
遺
産
「
萩
城
下
町
」
の
中

に
あ
る
唯
一
の
旅
館
だ
。
萩

城
か
ら
程
近
い
、
か
つ
て
城

を
守
る
重
臣
た
ち
が
居
を
構

え
た
萩
城
三
の
丸
の
毛
利
一

門
・
吉
敷
毛
利
家
屋
敷
跡
に

あ
る
。
藩
政
時
代
か
ら
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
町
割
り

と
、
当
時
の
面
影
を
色
濃
く

残
し
た
武
家
屋
敷
群
。
江
戸

時
代
の
息
づ
か
い
を
そ
の
ま

ま
感
じ
ら
れ
る
。

　
同
館
は
皇
室
御
用
達
で
も

あ
り
、
平
成
５
年
７
月
、
皇

太
子
殿
下
と
雅
子
さ
ま
が
６

月
の
ご
成
婚
後
、
お
２
人
で

初
め
て
お
泊
ま
り
に
な
っ
た

旅
館
と
い
う
。
宿
泊
さ
れ
た

の
は
貴
賓
室
「
桂
月
」
。
皇

族
方
が
萩
に
来
ら
れ
る
際

は
、
こ
の
部
屋
が
利
用
さ
れ

て
い
る
。

　
武
家
屋
敷
を
思
わ
せ
る
表

門
を
く
ぐ
る
と
、
周
囲
と
は

趣
が
異
な
る
洋
風
の
ガ
ー
デ

ン
が
広
が
る
。

「
萩
の
先
人
た

ち
が
和
の
精
神

を
も
っ
て
洋
を

学
ん
だ
よ
う

に
、
旅
館
と
い

う
日
本
の
お
も

て
な
し
の
心
を

も
っ
て
、
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
な
洋

の
優
雅
さ
や
華

や
か
さ
を
取
り

入
れ
た
」
。

　
フ
グ
、
ア
マ
ダ
イ
、
見
蘭

牛
、
長
萩
和
牛
、
む
つ
み
豚

な
ど
地
元
の
ブ
ラ
ン
ド
食
、

心
と
体
を
癒
や
す
天
然
の

「
は
ぎ
温
泉
」
も
味
わ
い
た

い
。

　
▽
山
口
県
萩
市
堀
内
２
１

０
。
☎
０
８
３
８
（
２
２
）

７
５
２
１
。http://www.hok

umon.co.jp/

正面玄関

元禄風呂

　
鹿
児
島
県
指
宿
温
泉
の
指

宿
白
水
館
は
昭
和

年
、
鹿

児
島
市
内
で
創
業
。
同

年

に
現
在
の
地
に
進
出
し
た
。

錦
江
湾
を
望
む
広
大
な
敷
地

に「
薩
摩
客
殿
」「
花
の
棟
」

「
磯
客
殿
」
「
離
宮
」
と
い

う
四
つ
の
客
室
棟
を
展
開
。

大
型
旅
館
な
が
ら
、
落
ち
着

い
た
和
の
情
緒
と
き
め
細
か

な
サ
ー
ビ
ス
に
は
定
評
が
あ

る
。

　
世
界
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
も
訪
れ
、

平
成

年
に
ロ
シ
ア
の
エ
リ

ツ
ィ
ン
大
統
領
（
当
時
）
、

翌

年
に
小
泉
純
一
郎
首
相

と
韓
国
の
蘆
武
鉉
（
ノ
・
ム

ヒ
ョ
ン
）
大
統
領
（
と
も
に

当
時
）
が
日
韓
首
脳
会
談
で

同
館
を
訪
れ
た
の
は
記
憶
に

新
し
い
。

　
皇
室
と
の
関
係
は
、
昭
和


年
に
三
笠
宮
ご
夫
妻
と
寛

仁
親
王
が
第

回
国
体
の
視

察
で
宿
泊
。
同


年
は
秩
父
宮

妃
殿
下
が
宿
泊

さ
れ
た
。
平
成


年
は
常
陸
宮

ご
夫
妻
が
同
館

の
「
薩
摩
伝
承

館
」
に
立
ち
寄

ら
れ
て
い
る
。

　
薩
摩
伝
承
館

は
同
館
創
業
者
と
現
在
の
館

主
が
長
年
に
わ
た
り
収
集
し

た
約
３
千
点
の
美
術
品
、
工

芸
品
を
展
示
す
る
歴
史
資
料

館
。
「
こ
こ
に
来
れ
ば
薩
摩

の
全
て
が
分
か
る
」
と
い
う

必
見
の
場
所
だ
。
平
成

年

に
は
天
皇
陛
下
即
位

年
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
成
婚

年

を
記
念
し
た
皇
室
の
衣
装
展

も
開
催
し
て
い
る
。

　
白
水
館
の
も
う
一
つ
の
名

物
は
「
元
禄
風
呂
」
。
江
戸

の
文
化
が
最
も
栄
え
た
元
禄

時
代
の
庶
民
の
社
交
場
だ
っ

た
銭
湯
を
意
識
し
、
日
本
の

お
風
呂
の
歴
史
を
再
現
し
た

と
い
う
。
広
さ
は
約
千
坪
。

浮
世
絵
を
壁
一
面
に
施
し
た

「
浮
世
風
呂
」
「
花
魁
（
お

い
ら
ん
）
風
呂
」
や
、
現
在

の
サ
ウ
ナ
の
原
型
で
江
戸
時

代
の
蒸
し
風
呂
「
江
戸
石
榴

（
ざ
く
ろ
）
風
呂
」
、
樽
風

呂
、
泡
泉
と
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
で
い
る
。

　
そ
し
て
指
宿
で
忘
れ
て
な

ら
な
い
の
が
砂
む
し
。
温
か

い
砂
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
と
次

第
に
体
が
ぽ
か
ぽ
か
し
、
砂

の
重
さ
と
温
泉
の
効
果
で
体

中
の
老
廃
物
が
汗
と
と
も
に

流
れ
出
る
。

　
料
理
は
毎
月
献
立
が
変
わ

る
。
枕
崎
産
カ
ツ
オ
、
錦
江

湾
産
キ
ビ
ナ
ゴ
、
屋
久
島
産

ト
ビ
ウ
オ
、
肥
沃
な
大
地
で

育
っ
た
黒
豚
、
黒
牛
と
、
鹿

児
島
の
旬
の
味
覚
が
食
膳
に

並
ぶ
。

　
▽
鹿
児
島
県
指
宿
市
東
方

１
２
１
２
６
の

。
☎
０
９

９
３（
２
２
）３
１
３
１
。h
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